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台風・大雨の季節です

洪水・土砂災害への備えを
　毎年、９月～11月までは、台風や大雨などによる災

害が起こりやすい季節です。

　災害から身を守るためには、自宅・勤務先などの災

害リスクを知り、避難経路、非常時の持ち出し品、災

害・気象に関する情報を確認しておくことが大切です。

【問い合わせ】 本館防災危機管理課（☎41-3511） ７月10日の大雨で増水した北上川の様子
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□  懐中電灯（予備電池を含む）
□ 眼鏡
□ 笛
□ スリッパ・上履き

□ 衣類・下着類
□ タオル・洗面用具
□ 常備薬、お薬手帳
□  貴重品（財布・現金、保険証、

通帳・印鑑など）
□  携帯電話（充電器、モバイル

バッテリーを含む）
□ 携帯ラジオ（予備電池を含む）
□ メモ帳とペン
□ 車や家の予備鍵
□ 飲料水
□ 非常食
□  ティッシュ・ウエットティッ

シュ・割り箸

非常持ち出し袋に入れておくもの

□ 運動靴
□ ヘルメット
□ 手袋（軍手）
□ マスク
□ 雨具（レインコート、長靴など）

玄関または非常持ち出し袋の近くに置くもの

枕元に置くもの

食品
□ 飲み物
　 (水は１人１日３㍑が目安)
□ カップめん
□ レトルト食品
□ 缶詰
□ 菓子
□ 無洗米・アルファ米
□ 調味料

想定される避難時の持ち出し品

家庭備蓄品の例
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児童手当が変わります

【問い合わせ】 新館こども課（☎41-3149）

　児童手当の制度が一部改正され、本年10

月分（12月支給分）から、支給対象となる範

囲が拡充されます。新たに支給対象となる

人などは、手続きが必要です。

児童手当はどう変わる？

１．所得制限を撤廃

２．支給対象を高校生年代まで拡充

３．第３子以降への手当を拡充

　　◦第３子以降の支給額が３万円に増額

　　◦子とカウントする年齢が22歳まで拡大（※）

４．支給回数が年３回から年６回に

　　◦偶数月（２・４・６・８・10・12月）に支給

対象 ９月分までの月額 10月分からの月額

０～２歳 １万５千円 ▼ １万５千円

０歳～
高校生年代に
一律３万円

３歳～小学生 １万円
（第３子以降は１万５千円） ▼ １万円

中学生 １万円 ▼ １万円

高校生年代 支給対象外 ▼ １万円

所得制限限度額
超えの世帯

０歳～中学生まで
１人につき５千円 ▼ 所得制限を撤廃

上記の対象年齢による金額を支給所得上限限度額
超えの世帯

支給対象外 ▼

第３子以降

◉制度の変更イメージ

※カウントの変更イメージ （例…４人きょうだいの場合）

子の年齢 ９月分まで 10月分から

19～22歳
カウントしない

［０円］ ▼

第１子
［０円］

高校生年代
第１子

［０円］ ▼

第２子
［１万円］

中学生
第２子

［１万円］ ▼

第３子
［３万円］

小学生
第３子

［１万５千円］ ▼

第４子
［３万円］

現在児童手当を受給している人は原則手続き不要ですが、次のような人は手続きが必要です

高校生年代のお子さんのみ

養育している人

　申請が必要と市で確認できる人に

は、９月中旬ごろ通知を郵送しま

す。通知の内容を確認の上、必要事

項を記入し、新館こども課へ提出し

てください。

　19～22歳のお子さんをカウントに

含める手続きが必要です。市外に暮

らすお子さんも対象になります。市

ホームページに掲載している確認書

を、新館こども課へ提出してくださ

い。

※�現在児童手当を受給している人

も、手続きが必要です

手続きが必要な公務員の人へ

　これらに該当する公務員の場

合は、勤務先での申請になりま

す。申請方法は、勤務先にお問

い合わせください。

　生計中心者が居住する自治体で手

続きが必要です。自治体の児童手当

担当にお問い合わせください。

お子さんが市内在住で

生計中心者は市外に居住

児童手当10月分からの変更ポイント（支給は12月から）

　新たに支給対象となる

人などの必要な手続き

は、下記または市ホーム

ページをご覧ください。

書類様式のダウンロード

やオンライン手続きに対

応予定です。

次の全てに該当する人
☑ お子さんが３人以上いる
☑ 19～22歳のお子さんがいる

☑ ０～18歳のお子さんもいる
（仕送りなどの経済的負担がある）

所得制限により現在児童

手当を受給していない人

または

12月支給分から手当額に反映されるよう、10月31日（木）までに手続きをお願いします。

※10月31日を過ぎても、令和７年３月31日までに手続きした場合は、10月分までさかのぼり支給されます


